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1　はじめに
私は，イラン国の西部，ザグロス山脈の中央部

のナラ（Quercus brantii）が広がる地域を対象
に住民の所得向上と自然資源の保全利用を目的と
した（独）国際協力機構の参加型森林草地管理プ
ロジェクトに従事している。この地域は，過度の
放牧，畑地利用，飼葉の採取により，森林が荒廃
し，降雨・融雪時には，洪水の発生，土砂の流出
を引き起こしている（写真1）。ここでは，私が
担当している，参加型森林草地管理グループにお
けるナラ林の保全と更新のための取り組みについ
て紹介する。

2　プロジェクトの概要
プロジェクトの対象地は，イラン国チャハール

マハール州バゾフト地区に位置し，標高がおおむ
ね1 500～4 000 m， 年 平 均 降 水 量 が 推 定
700 mm，降雨期間が11月～3月の典型的な地
中海性気候に属する。バゾフト地区は，遊牧民

（バフティアリ族）が，行き来しているところで，
現在は，国の政策により，定住化が進んでいる。

本プロジェクトは，現地では同州自然資源流域
管理局（NRWGO）をカウンターパート機関と
し，2010年の夏からはじまり，今年で5年目を
迎える。本プロジェクトの目的を達成するため

写真1　バゾフト地区のナラ林の現況

に，1）森林草地管理活動，2）村落開発活動，3）
NRWGO職員の能力向上の3つの活動が柱と
なって進められている。

このうち，森林草地管理活動は，パイロット村
として選定した5つの村落で，植生の回復のため
のモデル保護区を設置し，そこでモニタリング試
験を行っているほか，農地に発生したガリーを対
象に小規模チェックダムの設置，果樹と土壌保全
を組み合わせたアグロファレストリーの導入，環
境教育を目指した学校植林などを村の人たちと一
緒に行っている。

3　モニタリング試験の概要
3.1　モニタリング試験の開始

モニタリング試験は，5つのモデル対象村落の
保護区に，森林や地形条件を見ながら，更新した
稚樹の生育をみるために，数カ所のモニタリング
プロット（プロットとは定められた面積をもつ小
区画）を設定し，開始した。モニタリング試験
は，地元の専門家，村人の協力を得て，2011年
11月から2014年9月までの約4年にわたり行
われた。モニタリング試験で行われた更新方法
は，次のとおりである。
・天然更新：ドングリが成っている木（母樹と

いう）を選び，母樹から落下した種子の量，
発生した稚樹の本数，稚樹の高さ，下層植生
を計測した。

・人工更新：主に苗木と播種による方法があ
る。本試験では，一定間隔の植穴に，地元で
採取したドングリを播き，発生した稚樹の本
数及び高さ，下層植生を計測した。

・萌芽更新：バゾフト地区には，萌芽した森林
が多い。NRWGOの方針で，萌芽更新は禁
じられているが，参考までに，萌芽している
木を選び，萌芽の本数及び長さを計測した。
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3.2　試験結果
（1）天然更新

母樹の周りに多く稚樹が残っているものの，稚
樹の残存率は年々減少し，数 ％と低い。また，
稚樹の高さは3年経っても10 cm以下と大きく
なっていない。下層植生は，保護区の設定後は，
植生の回復が著しく，イネ科を含む草本類がプ
ロットを覆うようになった。また，更新した稚樹
の一部は，地表が裸出したところや岩の隙間にい
くつか見られた。ちなみに，これらの稚樹の根を
掘ってみると，稚樹の高さの数倍の長さであっ
た。
（2）人工更新

播種したドングリのほとんどが発芽し，その後
の稚樹の生存率も高い。しかし，稚樹の高さは
10 cm未満で，天然更新の稚樹と大差はない。
バゾフト地区は，春から冬にかけては，ほとんど
雨が降らないため，更新した稚樹は長い乾燥にさ
らされ，稚樹の成長が遅いものと考えられた（写
真2）。

3.3　更新促進のためのアイデア
（1）地表処理と稚樹への水の確保

モニタリング試験では，地表に堆積している落
葉や下層植生を除去することによって，ナラの稚
樹の発生が非常に良くなることが分かった。ま
た，等高線沿に簡単な溝を作ることによって，種
子の定着と水分確保を狙うことも考えられる。ま
た，下層植生との競合は，光ばかりではなく，地
下部の水分の取り合いも考えられる。水分の確保
の観点から，刈り払い効果も見る必要がある。

本 試 験 で は， 人 工 更 新 の 植 穴 の サ イ ズ を
15 cm×15 cm×15 cmとした。NRWGOの
専門家からは，植穴をもっと深く掘った方が，ナ

写真2　種子を播いて出てきた稚樹

ラの根が地中に深く入り，乾燥への影響が少なく
なるのでは，とのアドバイスを受けた。また，ナ
ラの枯れ枝あるいはムギワラで稚樹の周りを囲う
ことも稚樹への水分確保に効果があるものと考え
られる。
（2）稚樹への日陰の効果

イランでは，ナラの植栽（播種）をするとき
は，生長の早い野生のアーモンドと一緒にナラの
種子を播き，野生のアーモンドが稚樹への直射日
光を遮断し，稚樹の生育を確保するとのことであ
る。また，他の州では，ナラの稚樹が10 cm程
度になったときに，周りの枯れ枝を集め，稚樹の
上にかぶせる方法もあるという。今後は，稚樹へ
の日陰効果を，林冠の込み具合も勘案し，上記の
方法について試行する必要がある。

4　村人から教えられる
住民参加型のプロジェクトに従事しているた

め，常に，村の人たちと接する機会が多い。村の
人たちは，モニタリング試験の成り行きを興味深
く見守っている。ある村人からは，「ナラは，更
新に時間がかかる木だよ。ナラの更新もいいけ
ど，イチジク，アーモンドなどの果樹，野生のセ
ロリなども保護区に植えると，みんなが，山を守
ると思うよ」。また，別な村人は，「ここは，ヤ
ギ，ヒツジが多いので，保護区の中に区域を決め
て，一定期間ヒツジを入れると，下草を食べ，土
が耕され，糞は肥料になるし，更新にはとても良
いことではないか」等である。

5　おわりに
バゾフト地区の住民は，森林を利用し，森林と

ともに生きている。これからも，住民の話に耳を
傾けながら，ナラ林の保全と更新に係る技術を発
展させていきたいと考えている。
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